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1，　ま　え　が　き

IV型金贋住宅の試作

星　　野　　昌

燃えにくい家を手ばやく，維澱的に，大量に，でき

るだけ多くの部分を工場で作る研究を實地に賦みた．

　口召和25年4月東大生渥…叛術研突所齢に，III型12

r，住宅を試f乍したが1．生麿研究貫」2・毒　京4「膿に董．1こ），

：；らに二れを實用化する目的で，昭和25年4月束申野

，二住宅金融公墜見木佳宅として，また昭和26年5月千

業にその實物障宅を娃設した結果のあらまLを示して，

］、．1市住宅の盈奎化と不燃化の一つの賓料としたい，

2，　賦作佳宅の特色

　．この試作住宅は普通蓮築に用いる錨材L5～6　mm，最

少3mn1）より8らに薄い鍬i板（1・6～L8　mm）を，プレ

スで折曲げて］．まt二はL　としたものを，溶接して壁

．uよび屋根パ粒しを構成し，外髪は特殊な波をつげたア

ルミ板（0・5、D・7mm），内装は木壱セメソト板（12mm）

、駄

を装着した乾式不燃組立構造を用い，♪ヒ較的超鯉的に輕

易な手段で勉期間に趣築できる特色がある・（第1翫参

照）

　3。．孟な敵艮黙

III型の経怪から，　IV型で改良した主要な黙は次の通
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v型大引　　　　　　　　　　四型内壁土s

　　　　　第2圖　土蚕・大引比較隅

　　　　　　　　　　　　りである．

　　　　　　　　　　　　（1）　基　礎　　III型

　　　　　　　　　　　では工場生灌と乾式とい

　　　　　　　　　　　　う立」易力、ら「型コソタリ

　　　　　　　　　　　　…トプロックを用いだが

　　　　　　　　　　　IVEトでは蓮搬の喧ざを
図　　　　　　　　　　へらし，破損がなく，一

　＿、　　　　　　　　　膣として作用する利益穿
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瞳

の貼から，現場施工の方

法をとつた（何．く格』は反種

して利用）．

　〔2）　土麺と穴引

壁の下1［ttる土蜜は恨太

をかけやすくする7　，y），

コを二つはなして］〔

をとつナこ，　（crl’2圓1

　（3）　壁パネル　　搾

に用いる鋼板を1．8から

L6　mm　に下げた外，胴

差材（1．2mm）は，内装
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、
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　　“36　．　　　　　　　　　　、．　　　　・　　　　　　　　　　　「

材の装着をたやすくする江めにL」を丙陶きとした，ま

た窓墓，枠，鴨居等（！・2mm）を，すべて骨格に熔接し

て彊度をもたせるようにしte・全高を板取りの都合を考

えて解mと雛・一．・．．、．t／’
　（．4）屋根パネル’　母屋をLとして屋根板をフヅ

ク承ルトでとめるちうにしゼ（第3圖参雁）．ま江北側の

　　　　　　　　　　　　　　ビヌ

　　　　　　屋根板　　　　　　　　　　　　　　　濁塵，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿型

　　　　　　　　　　　　　　　　　N屋，　　　躍’

　　　　　　　　　　　　合蓉
ご一’　1’ @紬屋臆付圓．
　　　i、8mのスパyの・トラスは巾を鑛げ1．8mにして組立を・

　　　簡易化した．接合の手間や鋼材が節約される一／’　　L』．

　　　　（5）．外装板’　III型では4≧圓が蓮結し泥特殊な波一

・・ �｢たカ・汲鮒の燭・蜘の板から9・・⑰板、

　　　がとれないあで，3山毎に準な轡客のこレて・90　cmに

　　　おさまるようにした．縫目は同じ3山の目板で鈷おつて

／溺の喝．郷からは灘して見える・（第燗鐸板

　　　の節約16％）装着は工場でアルミ旗打とし，ビス留の

　　　わずらわしさをはぶいk・　L　　　　　　　　．一

’　　一　　第4圖陸劉購瓦
　　　　（6）　屋根板　　・壁板と同様の型をとつフ壱が，波形の

　　　廣秘・方の牟圓状の部分を下にしで谷とし，狭い方の縫目

　　　を嘩して・轟ト穴をていねいにあけない瀬もりの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　1原因となる．ビス¢）かわりに7一ックボルトを用いると手

　　゜°聞が‘1／2～2／3となり，．母屋をいためない鮎もよV）．屋

　　　恨板用と一！一ては4m位のフープ材を用いる方が纏ぎ目

　　’からの雨もりの危瞼が少い．

　　　〆（1）、内装板　III型と同駄毛セメソト板を用い・

t．　　泥が，細毛のものを使用しteあで感じがやわらかくなり

　　　和室に竜適する．裟着はIII理ではジュラルミソで作つ

ぐ｝　・kng殊な吻塑プ岬・輔ゴ騨礪鋤鵬

　　　．，£2　　－　－t　　　　　’　．．’　　　　l
t　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　l・　　s　　　N－tウ　　　　　　　　　　ポ　－　　　　　　　　　　　ノ
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生二濠　研究　　・

差チャソネルに釘打用の埋め木をつけ，内壁は木製胴差

を用いだのセ，、　9Q　×　18Q　cmφ板を亜錯釘で簡翠にとり

つけられるようになつ孝1（第5圖参照）　’　　臥、

・外板．間柱　　木毛級

警

金物
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　　　　　艘　．1∵鯉一・“．
　　　　．1　第5圖　内装板取付囲　　　　・　一　．

　内壁仕上としては，漆喰を塗ることもできるが，纒ぎ

目即びが不りやすいから欝昨目糠を用いる鉢．、
レ、。

　　　　　　　　　　N，b．　　－
　なお内装材の裏側に，断熱の意昧でアルミはくを用い

る方法は，IV型佳宅で試験の結果償格と手間εを費
　　　　　　　　　　　．し　　　　　　　　
すぽどのいちじるしい差異がないので1一般には用いなレ

いことにした．（はく．の木れ方や接ぎ目に庵つと注意す

ればさらに有効なことは想像でF．る）・　，　　．、．。

　木毛板のままでに多乳質のなあ，鎮氣や臭氣ぬきの上　　’

では有利であもが保濃力に乏しい峡驕があり，木毛板の

Xim’e・．E：ilセ・ソ杁りプラ54’”を相掌量堅？けるど’．

か，，惇さを15・9・18　mmとUま＃セメソト質を増すこ

とが望ましい．さらに緻密な仕上げを墓む場合にはプラ

スター恭P㌫を用い，保温防習に重織をおく場合には

メーソナイト板，βヅクウβル板などを用いればよいが

相當高贋になる峡瓢がある・　’　　・　”・　　°

　（8り　造作材　　HI璽ではジュラ〉レミy板く1mm）．

の折曲材を用いたが，取付けが煩灘iで，接ぎHなどがき

ちんとゆかない敏瓢があり，IV型では各パネルに組立

　　　　　　　　　お’てたときすぐそのまま枠型ができ6’ように箇面を考案し　ン

　　　　　　　　s．てジ鎌紬繊醸してある・こ」1・L・V・．よつて鞭鼓

持する材と枠組とを2重にする材料と手間力濱け，かつ

仕上庵美し石なる．ただし，この場合建具は木製である

1ことの方が望ましい．それは枠組を骨組に熔接する場合　　　，

には，’スティー花サッシュの枠のような精密さは塑めな

いので，建具の方で加滅でぎる鹸地を残す必要がある一

（ただし，e・れ糧謹化して麟の上で精密tf上が1・や、　、．

すくできるようになれば問題はない）鋼替¢）厚さは、1．2

血mが一慮の灘と思われ澱移い持放し1掴の

蜥で雌用雌嵯飲な戯腫a隠の蜥囎す
一でに限度をこえている結i果がみられる．、（es性的を弓越安

・郵ある嘩具の鯛たて峰が問題になる）：〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k：
　．St》悉、∴覇，，．〆∴、．　　、1∴、二∵L　　l》：。一，癒
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　　　　　　　第33雀…，　第ユ1號　 ‘　　’”　一

　　　　　　（9）1建異　　III型では期間め關係で雨戸をのぞ

　　　　　いては，在來の建具材として最少の断面のもの（2卑m

　　　　　程度）を使用しtc在來の型式に近v9建具を用いたが，　rv

　　　　　型ではさらに薄い振（1・2～1・6mm厚）を折曲げte］

　　　　　とロから組立丁られtc簡易型のものを用い，これによ

　　　　　つて在來非常に高償であづた鋼製建具を，木製の1．5～2’

　　　　　倍位です1ませる見込がついた・なおこの鋼伜，アルミ張

　　　　　りの雨戸は，猫立して，簡易防火雨戸として，一般め簡

　　　　　易防火講造に用いられる可能性がある．（雨戸の内側の

　　　　硝子戸は経費の面かち木製とした）直策外部に面する欄

　　　　澗，便所窓，籔所窓等は最も輕易なアソグル溶肇戸とし

　　　　・ta・室内聞仕切や押入，棚類の戸はすべて木製枠組にア

　　　　　）レミ板（α5mm）肇りとし，汚損や鼠害のう’iiいがなく

　　　　張りかえに手間がかからず，必要によつて屋内の戸締り

　　　　　を可能とし目本家辱の敏瓢である各室の濁立性のない鰭

　　　　　を改良するようにした・引き戸は普通の虞鍮レーイレを用、

　　　　N・るかわりにジェラルミ》ZF板をレ”’ル代りに溝に敷い

　　　　て，雫戸車を用いる式を操用し，押入などに荷物を出入

　　　　するときのu一ル曝損をふせぎ・ま嘩埃沁§レールの

　　　　間にたま4のをふ笠ぐのにも役立つようにしtc．！建具

　　　　　をアルミ化することは，’火災初期に床から天井に火を移’

　　　　す媒介になりやすい紙亭木に代Pて，初期防火の上に有L

　　　　：効であると考えられる．

　　　　　Il1型につけ燐上の換氣孔は工作孕こ手聞どるレ少

　　　　壁の板どりと取付がわずらわしいので，IV型では庇を．

　　　　軒板まで上げて，庇下の窓上全部を引戸あ金麗ランYと

　　　　　しナこ．　　　　　　　’　　　　　、

F

　　　　　4・賦作によつて得た結果　　　　　　　　　　’

　　　　　このよ．うな實地に試作する目的の一つは實縢め工作過

　　　　程の調査研究とその合理化節約方法を老究することセあ

　　　　ゐが，その概要を次に示す．

　　　　　（り　基襲工嘉　　水盛・楳切，地業，撮枠組立，コ

　　　　シク夢一ト打・取外しに3人X4日で阪雰造建築の場合

　　　　　と同じ程度である．－t（口結表①②圖参照’）　‘一　　∫　・

　　　　　・ぐ7ア糧料蓮搬　．主要壁盤および屋根トラスパネガ．

　　　　・は4屯トラジクー2墓で蓮搬され，屋根板・内裟壁材・内装

　　　　用木材1建具などは1墓で蓮び至る・（口糟表③圖参照）

　　　　　’（3＞パネル組立・金騨工6入で壁パネル建上げと
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　トラスの一部が一目で組立られ（囎表＠圖），第2日

　　　、磯ζは庇取付，屋根板が大部分張軌絡り（口糟表⑤癒），

。．IT　鄭晦麟部と妻板の取つ¢lt・）月地灘建具の鮒

　　　　第4日に樋・目地板建具の取価弊る．第5日建具金物

　　　　翻整・戸袋雨戸取付，第β目軒廻り雨態舞・駄目廻り蚕

　　　　驚る・～囎却購照），　ジ
＼　　　　（4），内襲工事　　大工3人で根太，床板張り夕鵬差ボ

　　　，揮嫌等9取付に3日を要し・壁板・天井取付に5目，造

　　　　尋床上臓付に砧を要する．1囎表⑦彫照）一

滋恕＼＼総認♂＼ぜ滋一、

！塵・
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、魯ｿ
　　（5）羅工事　電氣工事2人ユ日，壁吹付工事2人

　1目，タタミエ1人1貯，建具および造作工2人7日，

　．タイルエ2入1日，板金工2人5目，，ペンキ2人2日，

　衛生配管工2人．1　H等を要する．

　　　　　　　　　　　　　　　’　しウ　　1　　ごれらは試作家屋を佳みうる状態にすべるまでのエ数で

　あり，これが定型化して量産化すれば2／3～1／2程度に

　屡縮し得られるものと推定される．建具工と板金工が比
’　較的多いのは肇所に食器棚，調理整等をつくりつけと

　し，すべての造作建具をア？Vミで被覆したからであり，

　（口糟裏③参照）普通工事では爾岩をあわせて2人2日

　で足りる・　　　．　　　　　　　　　．　’“

　　工場内作業は製作を澹當した日本建鐵K．Kにおける

　データであり，量産佳宅專問に切かえられた工場で，量

曜産化七た場合にはさらに切りつめうるものと思われる．　　’

　売だし自動車やその他の學合と異なつて，住宅では，量！

　産あ藪に制限があることと，材料そg）ag　C1i）に要する纏費

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

　が大きく，またどうしてもさけられない現場経費のため、

　に，革箆化から得られる利釜はそれ程大きい毛のとなら一

．ないという織に工場生産佳宅の事業の困難性がある．

　　現場作業は内髪板を工場で取付ける方式をとれば，ず

　つど節約できるが，蓮搬中の破損，組立作業の困難とい

　う峡黙を生じるので∫壁の遮断性を非常に大切にする場

　合嫁別として・現状では章産的な既製品を現場で取位る

　方が醍管，配線等の作業の上に竜便利であると考えられ　　Lt

　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　’

　　建具關係の工藪は建具の量産化によつて當然低下する、

　べきもので，雑工事屯工法の定型化により全膣として

　2／3程度には底下しうると考えられる，

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　匿　　∴
　　．　　　12坪試作佳宅所要工数震（人時）

作業別

場内F作業

現場作業

　x
作業内窓

〆略作業

パネル趨立

部品紐立

鏑止塗装

履組立分解

小　計

基礎工事

パネル組方

外装土事

内髪工事

難工　事

小計

所要野カー

260

800

165

　35

250

國151（た

80

zo

210

160

300

’820

121

’65

14

3

20

123

7

　6

18’

13

25

820

作　　業．　内　　窓

L：t［］，外板型付

壁，屋根パネル組立，下見板張り

弐引，雨押，雨戸，・ドアー，換氣窓加工

鋼繕部分の塗装　ト　．

工場内都立2結会用穴あけ，取外し

，’

皿型は80　　　　　　　　　、　　一

皿型は100
　　　　　　　　　　　　　．い
皿型は350（外塚敢付をふくむ）．

　　　　　　　　’　　　　　り孤型は170　　　　　　　　　、

斑型嫁350〈板金，タイル，電氣，ペ
ンキ，衛生工等をふくむ）　　　一一，　　．、ぐ

・］旺型は計1050（IV型の3Q％塘し）

s　　　　　　　　　　　　　ド

（第6圖至蓼照）　　t

　　5・試作住宅¢脚冠　　　　’

な　試作家屋は昭和26年5月完成もて引績き居佳して賓

≧∴’∴穀藁し．．

　　　　ゆ
　　’ジ・…ヒ郎・F」
限．〆 D：1．！パ罎＼㌧。、＿選



　　　　438　　　　　　　　　　　　　　　－・’1　　　　生蓬研究．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この試作の結果からみて，さらに改良を騨えて實用化：一

　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し一（1いく方針は次の通りである．　　’　ノ　　　ー．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）現在はこの構造は佳宅金融公庫で1よ簡易耐火講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　造としてコソクリートブロック旛造と同じような取扱い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25年摩2鞭00．圓～25・000圓，26年度39・000圓〆埣）と∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なつているが，まだ一般に實用化の域に入つてないので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採算上の無理がある．　　　　　　　　　　　　　°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘”　それに講造送材（鋼）と外裟主材（アルミニウム）が朝鮮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動謝以后急激に値上りしたのでメFカ・…が一般化を見合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，一般にみなれない材粍講法に封する漠然とした不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安感はさけら｝；tないし，事實骨組にかかりすぎて，内婆　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上面がおそまうになりやすいので，一般の蜂悪が得に．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl人旧・　　〈喉勲があつた，（東中野公庫躰佳宅の場合）
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